




























































堂畑遺跡第 1・2次調査 遺構分布図 
 大型の掘建柱建物は集落の東端と南西端で発見





































で延焼。寛永 8 年(1631)【1 回目の寛永大火】城
下南西部法船寺前（犀川大橋詰）出火、城の周囲
を反時計回りに→南部→南東部→城内→浅野川→
北東部金屋町（現、東山 2 丁目）と 1000 戸焼失。
※広坂ⅠSX3075土坑、SK2374土坑、広坂ⅡSK2393
土坑、SD2018 区画溝、SD2032 区画溝出土遺物等
が比定される。寛永 12 年(1635)【2 回目の寛永大
火】城下南西部河原町（現、片町 1 丁目）出火、
城を中心として時計回りに→西部→北西部→北部
→北東部田井口を 1 万余戸焼失。  




にかけて 1,300 余戸焼失。※昭和町ⅢSK43 土坑、
昭和町ⅡE6 区火災面出土遺物が比定される。  




失  。※高岡町Ⅰ出土遺物、安江町ⅡSK205 土坑、
安江町ⅡSK331土坑が比定される。元禄 4年(1691)
宮腰 273 戸、炭 3,000 俵焼失。宝永 3 年(1706)中





火、巾 2 町竪 6 町 800 戸焼失。享保元年(1716)宮
腰 80 余戸焼失。享保 2 年(1717)下近江町出火、袋
町、博労町、尾張町で 170 戸焼失。  
享保 3 年(1718)小立野亀坂の際から出火、天徳
院は免れるが惣門鐘楼下馬、如来寺、経王寺、門
前町、与力町、足軽町 173 戸焼失。享保 8 年(1723)  
宮腰で 130 戸焼失。享保 16 年(1731)城下南東部小
立野出火、寺院 11、町屋武家屋敷 131 戸焼失。享




享保 19 年(1734) 2 回。覚源寺前出火、御台所町




3,409 戸焼失。元文 2 年(1737)寺町から出火、寺
院 7、民家 107 戸焼失。元文 4 年(1739)三社珉寺
前出火、50 戸焼失。寛保元年(1741)宝円寺門前（現、
宝町）出火、60 戸焼失。延享元年(1744)大樋町出
火、84 戸焼失。延享 3 年(1746)新竪町出火、足軽
町にかけて 97 戸焼失。 
宝暦 8 年(1758)大衆免御馬屋町から出火、町家






屋敷 4,150 戸、町家 4,775 戸、寺社 99、寺社門前
の百姓屋 1,506 戸、毀家 23 戸）、ほか土蔵 283 棟、




免で 116 戸焼失。宝暦 12 年(1762)2 回。卯辰八幡
道出火、600 戸焼失、死者 2 人。寺町本長寺出火、
野町、助九郎町（現、野町 2 丁目）にかけて 369
戸焼失。宝暦 13 年(1763)四丁木町一番丁出火、森
下町、中通、馬場町にかけて 180 戸焼失。  
明和元年(1764)茶屋町出火、愛宕下、観音町、
四丁木町、森下町にかけて 600 戸焼失。明和 5 年
(1768) 2 回。天徳院が仁王門を残して焼失。吹屋
町（現、桜町）出火、138 戸焼失。安永 8 年(1779)
高道町（現、山ノ上町）出火、200 余戸焼失。天
明元年(1781)小立野出火、天徳院山門前まで 136
戸焼失。天明 2 年(1782)竪町出火、120 戸焼失。
天明 3 年(1783)上堀川町出火→浅野川→浅野町に
かけて 157 戸焼失。天明 7 年(1787)宮腰（現、金
石）出火、冬瓜町を残して 2,500 戸焼失、大野村
へ飛火して 300 戸焼失。天明 8 年(1788)宮腰足軽
町出火、400 戸焼失。寛政元年(1789)浅野えつた
町で 60 戸焼失。寛政 4 年(1792)覚源寺門前出火、
130 戸焼失。享和元年(1801)火除町出火、200 余戸
焼失。文化 5 年(1808) 2 回。城内二の丸より出火、
御殿並びに御広式等残らず焼失。高岡町出火、52
戸焼失。文化 6 年(1809)3 回。大衆免出火、211
戸焼失。大衆免新町出火、107 戸焼失。卯辰妙応
寺出火、596 戸焼失。文化 12 年(1815) 2 回。大衆
免出火、山上村、談義所村等 2,000 余戸焼失。石
坂足軽町出火→千日町→野田台まで寺院 2、民家
672 戸焼失。  
文政 6 年(1823)田町新町出火、139 戸焼失。天
保 2 年(1831)高儀町出火、130 戸焼失。天保 3 年




か寺院 5 焼失、死者 1 名。天保 8 年(1837)高儀町
出火、88 戸焼失。天保 9 年(1838)観音町、茶屋町、
森下町等 50～60 戸焼失。天保 13 年(1842) 2 回。
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鍛治町と象眼町で 65 戸焼失。横伝馬町で 60 戸焼
失。  




博労町、堤町にかけて 273 戸焼失。弘化 3 年(1846) 
2 回。浅野水車町出火、大樋町にかけて 1,197 戸
焼失。安江町出火、101 戸焼失。弘化 4 年(1847)
田町出火、218 戸焼失。嘉永元年(1848)宮腰出火、
200 余戸（うち材木小屋 100 戸）焼失。嘉永 3 年
(1850)帯刀町出火、60 余戸焼失。嘉永 5 年(1852)
新町出火、鍵町、尾張町、上今町、中町、山崎町、
博労町、袋町、下近江町、惣構にかけて 200 戸焼
失。安政 4 年(1857)上安江町出火、66 戸焼失。安
政 6 年(1859)十間町出火、上近江町、下近江町、
光専寺町、博労町にかけて、134 戸焼失、半焼 5
戸、潰家 3 戸。文久元年(1861)大野で 400 余戸焼
失。慶応 3 年(1867) 2 回。下伝馬町出火、下川除






















◆平成 14 年 11 月 22 日（金）於：金沢大学  
講演会記録  
白石典之（新潟大学助教授）  







◆修士・学士論文発表会を開催します。  佐々木達夫（金沢大学）  
「九谷焼の考古学調査」  2003 年 2 月 20 日（木）・21 日（金）の両日、  
井上喜久雄（愛知県陶磁資料館）  金沢大学にて行ないます。出席される方は事前に
ご連絡願います。  「九谷窯跡出土の染付文様」  






◆卒業生名簿を整理しています。  中野雄二（波佐見町教育委員会）  
「波佐見の江戸後期の遺跡」  考古学研究室まで住所・勤務先の変更、E-mail アド
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